
◆ 世田谷区手をつなぐ親の会 規約 

○ 第一章  総     則 
 
（目的） 
第１条 この会は、世田谷区に在住する知的障害者が安心して地域で自立した生活を継続できる
よう、知的障害者の権利を守り、その福祉と教育の向上を図ることを目的とする。 
 
（名称） 
第２条 この会は、「世田谷区手をつなぐ親の会」という。 
 
（事務所の所在地） 
第３条 この会の事務所を世田谷区宮坂２丁目２６番１７－３０６号に置く 
 
（事業） 
第４条 この会は、第１条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
（１）会員相互の親睦交流 
（２）会員の研修 
（３）知的障害者に対する理解を深めるための啓発活動 
（４）施策の充実を求める活動 
（５）知的障害者の生活全般に関する相談 
（６）知的障害者の教育及び福祉に関する調査研究 
（７）関係行政機関及び関係諸団体との連絡調整 
（８）体験実習事業（喫茶）の運営 
（９）その他目的達成に必要な事業 
 
（会員） 
第５条 この会の会員は次のとおりとする。 
（１） 会 員 知的障害者の家族及び本人 
（２） 賛助会員 この会の目的に賛同する個人及び団体 

（ 
会費） 
第６条 会員は会費を納入しなければならない。 
２ 会費については、細則に定める。 
 
○ 第二章  組   織 
 
（役員定数） 
第７条 この会に次に掲げる役員を置く。それぞれの定数は次のとおりとする。 
（１）常任理事 ４５名以内 
①会長 １名 
②副会長 ７名以内  
③会計担当 ２名  
④書記担当 ２名 
⑤地区担当  １５名以内 
⑥発送担当 ２名 
⑦部会担当 若干名 
 

 



（２）理事   ６０名以内 
（３）監事    ２名 

 

（各常任理事の選出） 
第８条 会長は、副会長の推薦により選出され、その選任については総会の承認を得なければな
らない。 
２  副会長は、役員及び会員の推薦により選出され、その選任については総会の承認を得なければ
ならない。 
３  会計、書記及び発送の各担当は、役員の推薦により選出され、理事会の承認を得て、会長が委
嘱する。 
４ 地区担当は、副会長の推薦により選出され、理事会の承認を得て、会長が委嘱する。 
5.      部会担当は、各部に所属する理事の互選によりその代表として選出され、理事会の承認を得て、会長
が委嘱する。 

 
（各常任理事の職務） 
第９条 会長は、会務を統轄し、この会を代表する。 
２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは会長が予め指名した副会長がその職務を代行 
する。 
３ 会計担当は、会の会計を記録し、会計処理を行う。 
４ 書記担当は、会長を補佐し、会の活動を記録し、文書の作成などの事務を行う。 
５ 地区担当は、副会長と協力し会の常務を行う。 
６ 発送担当は、会報及び親の会だより等の発送業務を行う。 
７ 部会担当は、各部の常務を行う。 
 
（部会及び理事） 
第１０条 この会に、次の部会を置く。各部の構成員は、それぞれ次に定めるところによる。 
（１）教育部会 義務教育学校に在籍する子どもの保護者（未就学児の保護者を含む） 
（２）高等部会 特別支援学校高等部及び高等学校に在籍する子どもの保護者 
（３）成人部会 学校を卒業して以降の子どもの家族及び本人 
２ 各部に、それぞれに所属する構成員により選出される理事を置く。 
３ 理事は、理事会の議事に参画するとともに、部会の会務を処理する。 
 
（監事） 
第１１条 監事は、総会で選任され、この会の活動の状況及び会計状況を監査する。 
２ 監事は、他の役員を兼ねることができない。 
 
（役員の任期） 
第１２条 役員の任期は、２年とする。ただし、任期の途中で交代した役員の後任として選任され
た役員の任期は前任者の残任期間とする。 
２ 役員は、その任期が満了しても後任者が選出されるまでは、その職務を行う。 
３ 役員は、再任されることができる。ただし、会長・副会長の任期は最長５期とする。 
 
（顧問） 
第１３条 会長は、総会の承認を得て、顧問を委嘱することができる。 
２ 顧問は、会務に関する相談に応じ、助言を与える。 

 
 
 
 
 



○ 第三章  会  議 
 
（総会） 
第１４条 総会は、この会の最高議決機関であって、毎年１回、会長が招集する。ただし、常任理
事会及び理事会において必要と認めたときは、臨時に総会を開くことができる。 

２   次の事項は、総会において承認を得なければならない。 
（１）事業報告及び決算 
（２）事業計画及び予算 
（３）会長、副会長、監事等の人事 
（４）会費の改定 
（５）規約の改正 
（６）その他この会の運営に関し特に重要と認められる事項 

３  総会は会員の５分の１以上の出席により成立する。 
 
（理事会） 
第１５条 理事会は、原則として毎月１回、会長が招集する。 

２ 理事会は常任理事及び理事をもって組織する。ただし、監事は、理事会に出席し、意見を述べ  
ることができる。 
３ 理事会に付議する事項は、次のとおりとする。 
（１）議決・承認事項 
ア 総会への付議事項 イ 常任理事（会計、書記、発送、地区及び部会の各担当）の
承認  ウ その他この会の運営に関する重要事項 

（２）報告事項 
ア この会の活動状況 イ その他知的障害者の福祉及び教育に関する諸情勢 

４ 委任状、書面または電磁的方法により議決権を行使した会員は、出席したものとみなす。 
５ 議事は、出席会員の過半数により決する。 
６  会員は、出席しない場合、委任状により代理人に議決権を行使させることができるほか、書面
または電磁的方法で議決権を行使できる。 
７  総会が成立しないときは、あらためて総会を招集することができる。再総会は、招集の際にそ
の旨を通知した場合に限り、出席会員数にかかわらず成立するものとする。 
 
（四役会） 
第１６条 四役会は、原則として毎月１回開催する。 
２ 四役会は、会長、副会長、会計及び書記をもって組織する。 
３ 四役会においては会の運営について協議する。 
 
（常任理事会） 
第１７条 常任理事会は、常任理事をもって組織する。 

２ 常任理事会は、必要に応じ会長が招集する。 
３ 常任理事会においては、緊急又は中・長期的な課題について協議するとともに、必要な情報交
換を行う。 
 
（相談員） 
第１８条 この会は、世田谷区長からその職務を委嘱される相談員を推薦する。 
２ 相談員は、理事会に出席し、意見を述べることができる。 
 
（専門委員会） 
第１９条 この会は、重要と思われる会の課題に対処するため、必要に応じ専門委員会を設けるこ
とができる。 
２ 専門委員は会長が委嘱する。 

 



○ 第四章 雑 則 
 
（会計年度） 
第２０条この会の事業・会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日をもって終わる。 
 
（細則） 
第２１条この規約の施行についての細則は、理事会において定める。 

 
（附則） 
この規約は平成２１年４月２７日から施行し、平成２１年４月１日から適用する。 
この規約は平成２５年５月１６日第５７回定期総会において変更承認し、平成２５年４月１日よ
り適用する。 
この規約は平成２６年５月１５日第５８回定期総会において変更承認し、平成２６年４月１日よ
り適用する。 
この規約は平成２７年５月１３日第５９回定期総会において変更承認し、平成２７年４月１日よ
り適用する。 
この規約は平成２８年５月１９日第６０回定期総会において変更承認し、平成２８年４月1 日よ
り適用する。 
この規約改定は、2026年5月19日の定期総会において承認され、4月1日より施行・適用する。 

 


